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(に つい て 


金融 庁 は 、 昨 年 12 月 、 今 後 2 年 間 の 金融 行政 の 指針 と な る 「 金 











ラム ー 金 融 サ ービス 立国 へ の 挑戦 一 」 を 策定 ・ 公 表し 、 今 後 実 行 す べき 改革 の 道 
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本 改革 プロ グ 

















筋 を 示し た 。 同 プロ グラ ム は 、 現 在 の 金融 レス テム を 巡る 局面 を 「 不 良 債権 問題 
へ の 緊急 対応 か ら 脱 却 し 、 将 来 の 望ま し い 金 融 シ ステ ム を 目指 す 未 来 志向 の 局面 
(フェ ー ズ ) に 転換 し つつ ある 」 と し た 上 で 、 望 まし い 人 金融 シス テム を 「 官 」 の 
主導 で は な く 、「 民 」 の 力 に より 実現 する こと を 目指 す も の で ある 。 その 具体 的 
施策 の 1 つと し て 、「 財 務 状 況 の みな ら ず 、 様 々 な 観点 か ら の 、 検 査 に お ける 評 
定 制 度 の 導入 等 に よる メリ ハリ の 効い た 効果 的 ・ 選 択 的 な 行政 対応 」 が 提案 され 












































た と ころ で ある が 、 今 般 、「 評 定 制 度 研究 会 」 の 検討 結果 等 を 踏ま え 、 下 記 の と 





お り 、「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 」( 以 下 
いう 。) 中 KA 運用 の だ と ああ 上ル た 0 で TU 券 の うえ 、 
た い 。 








「 金 融 検査 
遗憾 雁 记 








評定 制度 」 と 
よう 期 せ られ 
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1. 目的 
金融 機関 の 検査 の 際 、 金 融 検 査 マ ニュ アル に 基づき 検証 し た 検査 結果 を 段階 
評価 する こと に より 、 金 融 機 関 の 自主 的 ・ 持 続 的 な 経営 改善 に 向け て の 取り 組 












































みや 検査 官 と 金融 機関 と の 双方 向 の 議論 を 促す 。 ま た 、 評 定 結 果 を 選択 的 な 行 
政 対 応 に 結び つけ 検査 の 効率 化 等 を 図る と と も に 、 金 融 行政 の 透明 性 等 を 向上 
させ る 。 


な お 、 人 金融 検査 評定 制度 の 運用 に 際 し て は 、「 預 人 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検 
査 マ ニュ アル ( 金 検 第 79 号 )」 及 び 「 評 定 制 度 研究 会 報告 書 (平成 17 年 5 月 
25 日 )」( 別 添 ) に 十分 留意 され た い 。 












































里 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」「 金 融 円 滑 
化 編 」「 法 令 等 遵守 態勢 」「 顧 客 保護 等 管理 態勢 」「 統 合 的 リス ク 管 理 態勢 」「 自 
己 資本 管理 態勢 」「 信 用 リス ク 管 理 態 勢 」「 資 産 査定 管理 態勢 」「 市 場 リ スク 管 
「 流 動 性 リス ク 管 理 態勢 」「 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 」 の 
11 項目 と する 。 














ul 
-全 
从 
| 
II 
Fa 
栈 
和田 
員 
て HH 

































































































































































Me 
9 

识 
Nd 

















3 .评定 方法 
「 評 定 段階 及び 留意 点 等 」 (別紙 ) に 基づき 各 評 定 項目 に つい て 、A、B、 
C、D の 4 段階 評価 を 行う 。 








4 . 対象 金融 機関 
・ 銀 行 
・ 信 用 金庫 及び 信用 金庫 連 
・ 信 用 協同 組合 及び 信用 協同 % 
・ 農 林 中 央 金庫 
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5 . 事務 処理 等 

(1) 検査 に 際 し て は 、 ま ず 検 査 官 が 、 立 入 検査 期間 中 に 、 評 定 に 係る 事実 関係 
及び その 評価 に つい て 、 被 検査 金融 機関 と 十分 に 意見 を 交換 する こと と する 。 
その 上 で 、 立 入 検査 終了 手続 (エグ ジッ ト ・ ミ ー テ ィング ) に お いて 、 評 定 

『 果 に つい て の 金融 機関 の 認識 を 聴取 し 、 そ の 時 点 で の 主任 検査 官 と 被 検査 

金融 機関 と の 間 の 認識 の 一 致 及 び 相 違 を 確認 する も の と する 。 
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(2) 被 検査 金融 機関 は 、 立 入 検査 終了 後 、 評 定 結 果 に つい て 認識 の 相違 が ある 
場合 は 、 意 見 申出 制度 に 則り 、 そ の 則 を 検査 局長 に 申し 出 て 審理 を 求め る こ 
と が で きる も の と する 。 




































































(3) 最終 的 な 評定 結果 は 、 検 査 結果 通知 の 一 部 と し て 、 被 検査 金融 機関 に 通知 
され る も の と する 。 








6 . 選択 的 な 行政 対応 へ の 反映 
評定 結果 は 、 そ の 後 の 検 査 の 濃淡 (検査 問 度 、 範 囲 、 深 度 ) に 反映 させ る も 
の と する 。 
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7 . 施行 日 等 

( 1 ) 金融 検査 評定 制度 は 、 平 成 19 年 4 月 1 日 か ら 施 行 し 、 同 日 以降 予告 する 
( 無 予 告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に つい て 、 そ の 評定 結果 を 選択 的 
な 行政 対応 に 反映 させ る こと と する 。 た だ し 、 主 要 行 以外 の 金融 機関 に つい 
て は 、 平 成 20 年 1 月 1 日 以降 予告 する ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 
検査 に つい て 、 そ の 評定 結果 を 選択 的 な 行政 対応 に 反映 させ る こと と する 。 






















































































(2) 金 融 円 消化 編 に 係る 金融 検査 評定 制度 は 、 平 成 24 年 10 月 1 日 か ら 施行 し 、 
同日 以降 予告 する ( 無 予 告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に つい て 、 そ の 
評定 結果 を 選択 的 な 行政 対応 に 反映 させ る こと と する 。 









































( 注 ) 平成 19 年 2 月 16 日 改正 
平成 20 年 10 月 20 日 改正 
平成 23 年 9 月 28 日 改正 
平成 24 年 9 月 21 日 改正 

平成 25 年 6 月 7 日 最終 改正 











(別紙 ) 





評定 段階 有 太 び 留意 点 等 
(金融 検査 評定 制度 ) 





平成 25 年 6 月 


評定 段階 
1. 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 - 基本 的 要素 - 


A: 

経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 強 
固 な 管理 態勢 が 経営 陣 に より 構築 され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 
金融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 や 健全 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B : 

経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 に つい て 、 人 金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十 
分 な 管理 態勢 が 経営 陣 に より 構築 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の の 、 金 
融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 や 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 
既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な され る こと が 期待 で 
きる 。 


C: 

経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 経 
営 陣 に よる 管理 態勢 は 不 十 分 な も の と な っ て いる 。 金融 機 関 と し て の 業務 の 
適切 性 や 健全 性 等 に 対す る 影響 も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 

経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 に つい て 、 経 営 陣 に よる 管理 態勢 に 欠陥 が あ 
る 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適 
切 性 や 健全 性 等 に 重大 な 影響 が 及 ん で お り 、 金融 機関 と し て の 存続 が 脅かさ 
れる 懸念 が ある 、 ま た は 、 そ の よう な 状況 に ある 。 


評定 に お ける 留意 点 等 


【 基 本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 
「 検 証 ポ イン ト 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 に つい て は 、 実 効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重 
要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場合 あるいは 改善 が 不 十 分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 
不 十 分 な 改善 策 に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 
行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 マ イナ ス 要 素 】 
@ 特定 の 部 門 を 意図 的 に 監査 対象 と し て いな いと 認め られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で 
の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と する 。 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 の 評価 に 当たっ て は 、 他 の 評定 項目 の 確認 検査 用 チェ ッ ク 
リス ト に お ける 「 経 営 陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 の 検証 結果 その も の を 反映 させ る 
も の で は な く 、 経 営 管 理 ( ガ バナ ンス ) 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 掲げ られ て いる 
4 つの 基本 的 要素 (① 代 表 取 締 役 、 取 締 役 及び 取締 役 会 に よる 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 
態勢 、② 内 部 監査 態勢 、③ 監 査 役 ・ 監 査 役 会 に よる 監査 態勢 、④ 外 部 監査 態勢 ) が 、 金 
融 機関 の 業務 の 適切 性 及び 健全 性 の 確保 の た め に 、 そ の 基本 的 機能 を 実効 的 に 発揮 
し て いる か を 検証 し 、 評定 を 行う も の と する 。 


@ 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 経 営 方 針 そ の 他 の 方 針 等 が 、 金 融 
機関 の 規模 ・ 特 性 を 踏ま え 、 金 融 機 関 の 業務 の 実情 に 適っ た 実効 的 な 内 容 と な っ て いる 
か が ポイ ント と な る こと に 留意 する 。 な お 、 金融 機 関 の 経 営 判断 に 係る 部 分 に 過度 に 立 
ち 入 る こと の な いよ う 留 意 する 。 


@ 取締 役 ・ 取 締 役 会 の 役割 責任 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 円 滑 化 管理 、 法 令 等 遵守 、 
顧客 保護 等 管理 及び リス ク 管 理 態 勢 の 確立 に 向け た 代表 取締 役 に よ る リー ダー シッ プ 
の 発揮 状況 や 、 他 の 取締 役 に よる 牽制 機能 の 発揮 状況 等 が ポイ ント と な る こと に 留意 す 
る 。 な お 、 取締役 会 等 に お いて 十分 な 議論 が な され て いる か と いう 観点 か ら 、 取 締 役 会 
等 に お ける 議論 の 内 容 を 検証 する が 、 金 融 機関 の 経営 判断 の 適合 を 評価 する も の で は 
な い 。 


@ 取締 役 会 に よる 組織 体制 の 整備 、 ま た 、 相互 牽制 態勢 の 構築 状況 の 評価 に 当たっ て 
は 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 を 踏ま え 、 実 効 性 が 確保 され て いる か が ポイ ント と な る こと に 
留意 する 。 


@ 代表 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 内 部 監査 部 門 が 自ら の 重要 な 代理 人 で ある こと を 認識 
する こと が 重要 で あり 、 取 締 役 会 は 内 部 監査 部 門 か ら 行 われ る 報告 を 、 金 融 機 関 の 全て 
の 業務 に つい て 独立 の 立場 か ら チ ェ ッ ク が 行わ れ た も の 、 と の 観点 か ら 利 用 する こと が 
必要 で ある 。 内 部 監査 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 の 評価 に 当たっ て は 、 人 金融 機関 の 経営 陣 
が この よう な 認識 を 持っ た 上 で 、 実 効 性 の ある 内 部 監査 態勢 を 構築 し て いる か が ポイ ン 
ト と な る こと に 留意 する 。 


@ 内 部 監査 部 門 の 態勢 整備 の 評価 に 関し 、 体 制 ・ 人 員 配 置 、 独 立 性 の 確保 等 に つい て 
は 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 を 踏ま え 、 実 効 性 が 確保 され て いる か が ポイ ント と な る こと に 
留意 する 。 

特に 、 内 部 監査 担当 取締 役 や 内 部 監査 部 門 に 各 業 務 に 精通 し た 人 材 の 確保 ・ 配 置 が 
図ら れ て いな い 場 合 に は 、 経 営 陣 と し て どの よう な 問題 認識 を も ち 、 ど の よう な 対策 を 講 
じ て い る か を 、 ま た 、 内 部 監査 部 門 の 従事 者 が 必ず し も 専門 性 を 有 し て いな いと 認め ら 
れる 場合 に は 、 そ れ を 補完 する 方 策 が 講じ られ て いる か を 、 双 方 向 の 議論 に より 把握 す 
る こと が 重要 で ある 。 

また 、 独 立 性 の 確保 に 関し て は 、 他 の 業務 と の 兼職 等 が 認め られ る 場合 に 、 兼 職 と な 
っ て いる 要因 ・ 背 景 を 踏ま えた 上 で 、 内 部 監査 の 実効 性 の 確保 が 阻害 され る も の と な っ 
て いな いか を 、 双 方 向 の 議論 に より 把握 する こと が 重要 で ある 。 


評定 段階 
2. 金融 円 滑 化 編 


A: 
金融 円 滑 化 管理 態勢 に つい て 、 適 切な リス ク 管 理 態勢 の 下 、 適 切 か つ 積 極 
的 に リス ク テ イ ク を 行い 、 金 融 仲介 機能 を 積極 的 に 発揮 する た め の 熊 勢 が 、 
金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ 、 経 営 陣 等 に より 強固 に 構築 され 機能 し て いる 。 
認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 対す る 影 
響 は 小さ い 。 


B : 
金融 円 滑 化 管理 態勢 に つい て 、 適 切な リス ク 管 理 態 勢 の 下 、 適 切 か つ 積 極 
的 に リス ク テ イ ク を 行い 、 金 融 仲介 機能 を 積極 的 に 発揮 する た め の 態 勢 が 、 
金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ 、 経 営 陣 等 に より 十分 に 構築 され て いる 。 軽 役 
な 弱点 は ある も の の 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ 
す も の で は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な さ 
れる こと が 期待 で きる 。 


C: 
金融 円 滑 化 管理 態勢 に つい て 、 適 切な リス ク 管 理 態 勢 の 下 、 適 切 か つ 積 極 
的 に リス ク テ イ ク を 行い 、 金 融 仲介 機能 を 積極 的 に 発揮 する た め の 熊 勢 は 、 
金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 管理 と し て は 不 十 分 な 管理 態勢 と な か っ て いる 。 
経営 陣 等 の 金融 円 滑 化 へ の 取組 み は 不 十分 で あり 、 金 融 機関 と し て の 業務 
の 適切 性 等 に 対す る 影響 も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D : 
金融 円 滑 化 管理 態勢 に つい て 、 適 切な リス ク 管 理 態 勢 の 下 、 適 切 か つ 積 極 
的 に リス ク テ イ ク を 行い 、 金 融 仲 介 機能 を 積極 的 に 発揮 する た め の 管 理 態勢 
に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 融 機関 と し て 
の 業務 の 適切 性 等 に 重大 な 影響 が 及 ん で お り 、 人 金融 機関 と し て の 存続 が 個 
か され る 懸念 が ある 、 ま た は 、 その よう な 状況 に ある 。 


Ms 


評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 金 融 円 滑 化 編 チェ ッ ク リス ト 」 の 「 検 証 ポイ ント 」 を 十分 に 踏 
まえ る こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 I . 経営 陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 及 び 「 II . 管理 責 
任 者 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ スト に 基づき 、 実 効 性 の 
ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 金 融 円 消化 管理 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態 勢 の 整備 、 方 針 
等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行う も 
の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する 
も の と する 。 
(1) 経営 陣 が 、 積 極 的 に 金融 円 滑 化 管理 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よ 
っ て 、 金 融 円 滑 化 管理 態勢 の 向上 に つなげ て いる 場合 


(2) 債務 者 に 対す る モニ タリ ング や 経営 相談 ・ 経 営 改善 指導 等 に よっ て 債務 者 と の 意思 
疎通 が 図ら れ (債務 者 と の 密度 の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン の 確保 ) 、 債務 者 の 正確 な 経 
営 実 態 の 把握 、 債 務 者 の 実態 を 的 確 に 反映 し た 経営 改善 計画 の 策定 支援 及び 同 計 
画 の 適切 な フォ ロー アッ プ 等 を 行っ て いる と 認め られ る 場合 

また 、 債 務 者 の 経営 改善 ・ 事 業 再生 等 の 支援 に 当たり 、 外 部 専門 家 、 外 部 機関 、 他 
の 金融 機関 等 と の 連携 に つい て 、 主 体 的 か つ 積 極 的 に 取り 組ん で いる 場合 
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(3) 顧客 の 経営 改善 、 事 業 再生 、 育成 ・ 成 長 に つなが る 新規 融資 (特に 中 小 ・ 堆 細 企 業 
等 向け 融資 ) を 促進 する た め に 、 以下 の よう な 積極 的 な 工夫 ・ 取 組み を 行っ て いる 場 


全 
a | 


・ 資金 副 要 の 掘り 起 し に つい て 、 資 金 吉 要 の 高まり が 期待 で きる 事業 分 野 や 地域 
の 定期 的 な 分 析 を 行い 、 そ の 分 析 結 果 に 基づき 新規 融資 の 戦略 ・ 方 針 ・ 具 体 的 な 
目標 等 を 立て る な ど 、 積 極 的 な 工夫 ・ 取 組み を 行っ て いる 場合 

・ 貸付 条件 の 変更 等 を 行っ た 債務 者 に 対す る 新規 融資 に つい て 、 債 務 者 の 実態 を 
十分 に 把握 し た 上 で 、 積極 的 な 取組 み を 行っ て いる 場合 

・ コン サル ティ ング 機能 の 発揮 に つい て 、 財 務 面 の アド バイ ス に 止ま ら ず 、 売 上 増 
加 等 の 本 業 支 援 (販路 開拓 支援 ・ 海 外 進出 支援 等 ) を 行う な ど 、 新 規 融 資 に 結び つ 
ける た め の 積 極 的 な 工夫 ・ 取 組み を 行っ て いる 場合 

・ ABL な ど 不 動産 担保 や 保証 に 依存 し な い 融 資 の 推進 や 資本 性 借入 金 の 活用 に 
つい て 、 積 極 的 な 工夫 ・ 取 組み を 行っ て いる 場合 

・ 新規 融資 の 審査 に つい て 、 ス コア リン グ に よる 定量 面 (P/L、B/S) の 審査 に 偏重 
する こと な く 、「 目 利き 」 能 力 の 向上 を 図り 、 顧 客 の 技術 力 や 販売 力 等 の 定性 面 を 勘 
案 す る な ど 、 積 極 的 な 工夫 ・ 取 組み を 行っ て いる 場合 


(4) 債務 者 に 対す る 経営 相談 ・ 経 営 指導 及び 債務 者 の 経営 改善 に 向け た 取組 み へ の 
支援 や 、 顧 客 の 経営 改善 、 事 業 再生 、 育成 ・ 成 長 に つなが る 新規 融資 へ の 取組 み に 
より 、 債 務 者 の 経営 改善 が 着実 に 図ら れ 債務 者 の 返済 能力 の 改善 に つなが っ て いる 
事例 や 、 顧 客 の 育成 ・ 成 長 に つなが っ て いる 事例 等 が 複数 の 営業 店 等 に て 認め られ 
る 場合 


【 マ イナ ス 有 要素 】 

@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 金 融 円 滑 化 管理 態勢 に 少な か ら ず 弱点 を 抱 
えて いる に も か か わら ず 、 改 善 に 向け た 対策 が 不 十分 で ある と 考え られ る こと か ら 、 評 定 
を 行う 上 で の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と する 。 

(1) 債務 者 に 対す る 経営 相談 ・ 経 営 指導 及び 債務 者 の 経営 改善 に 向け た 取組 み へ の 
支援 に お いて 、 支 援 先 に 選定 し た 債務 者 に 対し 、 債 務 者 の 実態 を 的 確 に 反映 し た 経 
営 改 善 計 画 の 策定 支援 等 を し て いな い 場 合 。 た だ し 、 そ の 事案 の 広がり や 、 経 営 陣 の 
役割 等 を 把握 し た 上 で 、 事 案 の 程 度 に 応じ て 勘案 を 行う こと に 留意 する 。 


(2) 顧客 か ら の 新規 融資 や 貸付 条件 の 変更 等 の 相談 ・ 申 込み 等 に 対し 、 機 械 的 ・ 画 一 
的 な 判断 に 基づく 対応 や 、 合 理 的 な 理由 な く 、 形式 的 な 判断 の み で 融資 を 抑制 し た り 
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早期 に 回 収 し て いる 事例 が 複数 の 営業 店 等 に て 同時 期 に ある い は 連続 し て 発生 し て 
いる 場合 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 人 金融 仲介 機能 を 積極 的 に 発揮 し て いく こと の 前 提 と な る 各 リ スク 管理 態勢 に 問題 が 認 
め ら れ 、 適 切な リス ク 管 理 態勢 が 整備 され て いな いと 認め られ る 場合 に は 、 そ れ ぞ れ の 
リス ク 管 理 態勢 の 評定 に 反映 する こと に 留意 する 。 


@ 債務 者 に 対す る 経営 相談 ・ 経 営 指導 及び 債務 者 の 経営 改善 に 向け た 取組 み へ の 支援 
の 評価 に 当たっ て は 、 創意 工夫 を 凝ら し た 特別 な 取組 み の み な ら ず 、 日 常 的 で 地道 な 取 
6 債務 者 の 実態 を きめ 細か く 把 握 し た 上 で 対応 し て いる か が ポイ ント と な る こ 

に 留意 する 。 な お 、 金 融 機関 の 経営 判断 に 係る 部 分 に 過度 に 立ち 入る こと の な いよ う 
0 


評定 段階 


A: 

法令 等 遵守 態勢 に つい て 、 強固 な 法令 等 遵守 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 
され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 金融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 
等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B: 

法令 等 遵守 態勢 に つい て 、 軽 徹 な 法令 等 違反 な ど が 認め られ る も の の 、 十 
分 な 法令 等 遵守 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も 
の の 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 
既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な され る こと が 期待 で 
きる 。 


C: 

法令 等 遵守 態勢 に つい て 、 軽微 で は な い 法 令 等 違反 の 発生 が 認め られ る 
な ど 、 不 十分 な 法令 等 遵守 態勢 と な か っ て いる 。 経営 陣 等 の 法令 等 遵守 へ の 取 
組み は 不 十 分 で あり 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 対す る 影響 も 認 
られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


腹 


D: 
法令 等 遵守 態勢 に つい て 、 経 営 陣 自ら が 関与 する 重大 な 法令 等 違反 が 認 
め ら れる な ど 、 そ の 遵守 態勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重大 な 欠陥 が 認め られ 
る 。 その 結果 、 金 融 機 関 と し て の 存続 が 脅かさ れる よう な 法令 等 違反 の 発生 
が 懸念 され る 、 ま た は 、 そ の よう な 法令 等 違反 が 発生 し て いる 状況 に ある 。 


評定 に お ける 留意 点 等 


【 基 本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 法 令 等 遵守 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検 証 ポイ 
ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


AN . 経営 陣 に よる 法令 等 遵守 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 及 び 
管理 者 に li 勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ スト に 
8 実効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 法 令 等 遵守 態勢 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態 勢 の 整備 、 方 針 
等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行う も 
の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 

@ 取締 役 会 等 及び コン プラ イア ンス 統括 部 門 の 管理 者 が 行う 評価 ・ 改 善 活動 が 有効 に 機 
能 し て お り 、 法 令 等 遵守 に 関す る 役職 員 の 取組 等 が 常に 向上 し て いる よう な 好 循 環 が み 
られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する も の と する 。 


【 マ イナ ス 要 素 】 
@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 法令 等 遵守 態勢 に 少な か ら ず 弱点 を 抱え て 


いる に も か か わら ず 、 改 善 に 向け た 対策 が 不 十分 で ある と 考え られ る こと か ら 、 評定 を 行 
う 上 で の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と する 。 


(1) 法令 等 違反 の 事実 の 発覚 を 隠蔽 し て いる も の や 黙認 し て いる も の 、 当局 へ の 届出 を 
意図 的 に 欠い て いる も の が 存在 し て いる 場合 。 た だ し 、 そ の 事案 の 広がり や 、 経 営 陣 
の 役割 、 隠 蔽 等 の 事実 の 発覚 の 経緯 を 把握 し た 上 で 、 事 案 の 程度 に 応じ て 勘案 を 行 
うこ と に 留意 する 。 


(2) 不良 債権 額 の 不正 確 な ディ スク ロー ジャ ー が 認め られ 、 か つ 当 該 不正 確 な ディ スク 
ロー ジャ ー に 意図 性 が 認め られ る 場合 


(3) 不祥事 件 に 対す る 再発 防止 策 の 実効 性 が 之 し いも の と な っ て いる こと か ら 、 複 数 の 
支店 等 に お いて 同種 の 不祥事 件 が 発生 し て いる 場合 や 、 同 種 の 不祥事 件 が 連続 し て 
多数 発生 し て いる 場合 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 法令 等 遵守 方 針 の 評価 に 当たっ て は 、 反 社会 的 勢力 に 対す る 厳格 な 姿勢 、 マ ネー・ ロ 
ー ン ダリ ング の 防止 や 不祥事 件 等 へ の 対処 等 が 明確 に 定め られ 、 金融 機関 の 業務 の 実 
情 に 適っ た 実効 的 な 内 容 と な っ て いる か が ポイ ント と な る こと に 留意 する 。 な お 、 金 融 機 
関 の 経営 判断 に 係る 部 分 に 過度 に 立ち 入る こと の な いよ う 留 意 する 。 


@ コン プラ イア ンス 統括 部 門 の 態勢 整備 や 各 業 務 部 門 ・ 営 業 拠点 等 に お ける 法令 等 遵守 
態勢 の 整備 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 評価 を 行う 必要 が ある 
も の の 、 法 令 等 違反 の 事実 に つい て は 、 金 融 機関 の 規模 の 大 小 等 に よっ て 許容 され る 
も の で は な いこ と に 留意 し 、 当該 法令 等 違反 の 金融 機関 の 経営 に 与え る 影響 、 違 反 の 
発生 原因 ・ 背 景 等 を 把握 し た 上 で 、 評 定 を 行う も の と する 。 


る 「 由 個別 の 問題 点 」 に お いて 掲げ られ て いる 法令 以外 の 法令 等 に 違反 する 場合 に お 
いて も 、 違 反 の 原因 ・ 背 景 、 金 融 機 関 の 経営 に 及ぼ す 影 響 等 を 踏ま えて 評定 を 行う も の 
と する 。 


@ 法令 等 違反 に 対す る 対応 策 及 び 改 善人 策 に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 男 し て 、 違 反 の 
発生 原因 ・ 背 景 を 踏ま えた 、 厳 格 か つ 実 効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと 
が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め 
て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十 分 な 改善 策 に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 
踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 
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評定 段階 
4. 顧客 保護 等 管理 態勢 


A: 

顧客 保護 等 管理 態勢 に つい て 、 顧 客 説明 管理 態勢 、 顧 客 サポ ー ト 等 管理 
態勢 、 顧 客 情 報 管 理 態勢 、 外 部 委託 管理 態勢 、 利 益 相 反 管 理 態勢 等 が 、 そ 
れ ぞ れ 経 営 陣 等 に より 強固 に 構築 され 機能 し て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 
で あり 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B : 
顧客 保護 等 管理 態勢 に つい て 、 顧 客 説明 管理 態勢 、 顧 客 サポ ー ト 等 管理 
態勢 、 顧 客 情 報 管 理 態勢 、 外 部 委託 管理 態勢 、 利 益 相 反 管 理 態勢 等 が 、 そ 
れ ぞ れ 経 営 陣 等 に より 十分 に 構築 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の の 、 人 金 
融 機 関 と し て の 業務 の 適切 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 既に 自 
主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な され る こと が 期待 で きる 。 


C: 
顧客 保護 等 管理 態勢 に つい て 、 軽微 で は な い 態 勢 の 不備 が 認め られ る な 
ど 、 顧 客 説明 管理 態勢 、 顧 客 サポ ー ト 等 管理 態勢 、 顧 客 情報 管理 態勢 、 外 部 
委託 管理 態勢 、 利 益 相反 管理 態勢 等 が 不 十分 な も の と な っ て いる 。 経営 陣 等 
の 顧客 保護 等 へ の 取組 み は 不 十分 で あり 、 金 融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 
等 に 対す る 影響 も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 
顧客 保護 等 管理 態勢 に つい て 、 態勢 の 不備 が 認め られ る な ど 、 顧 客 説明 
管理 態勢 、 顧 客 サ ポー ト 等 管理 態勢 、 顧 客 情報 管理 態勢 、 外 部 委託 管理 態 
勢 、 利 益 相 反 管 理 態 勢 等 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 が 認め られ る 。 
その 結果 、 顧 客 の 離反 等 を 招き 、 人 金融 機関 と し て の 存続 が 脅かさ れる 懸念 が 
ある 、 ま た は 、 その よう な 状況 に ある 。 


評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 原 客 保護 等 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リス ト 」 の 「 検 証 
ポイ ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 I . 経営 陣 に よる 顧客 保護 等 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 
及び 「I. 各 管 理 責 任 者 に よる 顧客 保護 等 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 に 掲げ られ て い 
る チェ ッ ク リ スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う 
も の と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 顧 客 保護 等 管理 態勢 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態 勢 の 整備 、 
方 針 等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行 
う も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指 摘 事 項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する 
も の と する 。 
(1) 顧客 説明 に 用 いる ディ スク ロー ジャ ー 誌 その 他 の 説明 資料 に つい て 、 そ の 内 容 が 抽 
象 的 な も の で は な く 、 顧 客 の 立場 に 立っ た 具体 的 で わか り 易い 内 容 と な っ て お り 、 ま た 、 
わか り 易 い 内 容 に な る よう に 、 顧 客 の 意見 等 を 内 容 の 改訂 に 反映 させ る 等 の 顧客 の 
ニー ズ に 沿っ て 不断 の 見 直し が 行わ れ て いる 場合 


(2) 顧客 サポ ー ト 等 管理 の プロ セス の 中 で 把握 し た 問題 点 を 受け て 、 顧 客 説明 マニ ュ ア 
ル の 適切 か つ 迅 速 な 見 直し を 行う な ど 、 顧 客 説明 管理 と 顧客 サポ ー ト 等 管理 が 有機 
的 に 連関 し 相乗 効果 を 発揮 し て いる 場合 
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(3) 顧客 説明 管理 態勢 、 顧 客 サポ ー ト 等 管理 態勢 、 顧 客 情報 管理 態勢 、 外 部 委託 管理 
態勢 、 利 益 相反 管理 態勢 の 整備 が 適切 に 行わ れる の みな ら ず 、 そ の 他人 金融 機関 の 業 
務 に 関し 顧客 保護 や 利便 の 向上 の た め に 必要 で ある と 金融 機関 自身 が 判断 し た 業務 
に 係る 管理 が 適切 に 行わ れ 、 実 効 性 ある 顧客 保護 が 行わ れ て いる と 認め られ る 場合 


(4) 取締 役 会 等 及び 顧客 保護 等 に 関す る 各 管 理 責 任 者 の 行う 評価 ・ 改 善 活動 が 有効 に 
機能 し て お り 、 顧 客 の 評価 も 絶え ず 向 上 し て いる 場合 


【 マ イナ ス 要 素 】 

@ 不適 切な 顧客 説明 方 法 あ る い は 顧客 情報 管理 が 放置 され 、 実 効 性 の ある 再発 防止 策 
が 検討 され て いな いこ と か ら 、 同 様 の 苦情 ・ ト ラブ ル や 、 顧 客 情報 漏えい 等 が 複数 の 営 
業 店 等 に て 同時 期 に ある い は 連続 し て 発生 し て いる 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の マイ ナ 
ス 要 素 と し て 勘案 する も の と する 。 
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評定 段階 
5. 統合 的 リス ク 管 理 態 勢 


A: 

統合 的 リス ク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 強固 な 管 
理 態 勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 すべ て の 主要 な リス ク は 一 貫 し て 
効果 的 に 特定 ・ 把 据 ・ 管 理 さ れ て お り 、 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 人 金融 機 
関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B: 

統合 的 リス ク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十分 な 管 
理 態 勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 主要 な リス ク や 問題 点 は 、 概 ね 特 
定 ・ 把 握 さ れ 、 管理 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の の 、 人 金融 機関 と し て の 
健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な 
され て いる 、 また は 、 今 後 な され る こと が 期待 で きる 。 


GC: 

統合 的 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た リス ク 管 
理 と し て は 不 十 分 な 管理 態勢 と な っ て いる 。 経営 陣 等 の リス ク に 対す る 管理 
能力 は 不 十 分 で あり 、 金 融 機 関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 も 認め られ る 
た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 

統合 的 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 経 営 陣 等 に に よる リス ク に 対す る 管理 態勢 
に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 融 機関 と し て 
の 存続 が 脅かさ れる よう な 事故 ・ 不 測 の 損害 の 発生 が 懸 菅 され る 、 ま た は 、 そ 
の よう な 事故 ・ 不 測 の 損害 が 発生 し て いる 状況 に ある 。 


評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 統 合 的 リス ク 管 理 態 勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検 
証 ポ イン ト 」 を 十 2 分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 I . 経営 陣 に よる 統合 的 リス ク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 
及び 「 TI. 管理 者 に よる 統合 的 リス ク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 に 掲げ られ て いる チェ 
ッ ク リ スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と 
する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 統 合 的 リス ク 管 理 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態勢 の 整備 、 方 
針 等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あめ っ た の か を 意識 し て 行う 
も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 

@ 経営 陣 が 、 積 極 的 に 自ら の 直面 する リス ク の 特定 に 臨み 、 ま た 統合 的 リス ク 管 理 態 勢 
の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よっ て 、 統 合 的 リス ク 管 理 態勢 の 向上 に つなげ て 
いる 場合 に は 、 評定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する も の と する 。 


【 マ イナ ス 要 素 】 
@ 統合 リス ク 管理 を 通じ た リス ク 量 の 算定 に 当たり 、 重 要 と 思わ れる リス ク を 意図 的 に 管 
理 対象 か ら 外 し た り 、 意 図 的 に リス ク 量 を 過小 に 算出 し て いる よう な 場合 に は 、 評 定 を 行 
う 上 で の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と する 。 
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【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 伝統 的 な バン キン グ 業 務 を 主 に 営む 金融 機関 が 試行 的 に 統合 リス ク 管 理 を 実施 し て 
お り 、 計測 さ れ た リス ク 量 を 直接 的 に 経営 判断 に 活用 し て いな い 場 合 に は 、 当該 手法 の 
適切 性 の 検証 結果 を 、 評 定 に は 反映 し な いこ と と する 。 一 方 で 、 統合 リス ク 管 理 を 実施 し 、 
計測 され た リス ク 量 を 経営 判断 に 活用 し て いる 金融 機関 に つい て は 、「 想 . 個別 の 問題 
点 」 に 基づき 検証 を 実施 し 、 そ の 結果 を 踏ま え 、 評 定 を 行う も の と する 。 
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評定 段階 
6. 自己 資本 管理 態勢 


A: 

自己 資本 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 に 応じ た 強固 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て お り 、 自 己 資 本 は 、 質 ・ 量 と も に 極め て 充実 
し た 水準 に ある 。 


B : 

自己 資本 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十分 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て お り 、 自 己 資本 も 十分 な 水準 に ある 。 轻微 
な 弱点 は 認め られ る も の の 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ 
す も の で は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今 後 な さ 
れる こと が 期待 で きる 。 


C: 
自己 資本 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 に 応じ た 管理 態勢 は 
不 十 分 で ある 、 ま た は 、 自 己 資本 が 不 十分 な 水準 に ある 。 経営 陣 等 の 管理 能 
力 が 不 十 分 で ある こと か ら 、 人 金融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 も 認 
られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D : 

自己 資本 管理 態勢 に つい て 、 管 理 態勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重大 な 欠陥 
が 認め られ る 。 その 結果 、 自 己 資本 も 過少 と な っ て お り 、 金 融 機関 と し て の 存 
続 が 脅かさ れる 懸念 が ある 、 ま た は 、 そ の よう な 状況 に ある 。 


評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 自 己 資本 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検 証 ポ 
イン ト 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 1{ . 経営 陣 に よる 自己 資本 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 及 
び 「I. 管理 者 に よる 自己 資本 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ 
スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と す 
る 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 自 己 資本 管理 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態 勢 の 整備 、 方 針 等 
又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意 識 し て 行う も の 
と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指 摘 事 項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 ある い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 人 金融 機関 の リス ク ・ プ ロフ ァイル に 照ら し 、 自 己 資本 が 質 ・ 量 と も に 極め て 充実 し て いる 
場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する も の と する 。 


【 マ イナ ス 要 素 】 
@ 自己 資本 比率 の 正確 性 の 検証 の 結果 、 以 下 の 事 象 が 認め られ た 場合 に は 、 評 定 を 行 
う 上 で の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と する 。 
(1) 検査 前 後 の 自己 資 本 比率 垂 離 率 が 109%% 以 上 の 場合 
(2) 径 離 率 が 10% 未 満 で あっ て も 、 例え ば 、 信 用 リス ク ・ ア セッ ト の 額 の 計算 に お いて 、 
正負 両方 向 の 計算 の 誤り が 相当 数 認め られ 、 結 果 と し て 両者 の 誤り が 相殺 され る よう 
な 場合 等 、 計 算 過 程 に 大 き な 不 備 が 認め られ た 場合 


- 18 - 


@ 自己 資本 充実 度 が 不 十 分 と な る 場合 を 想定 し た 対応 策 の 検討 状況 の 検証 の 結果 、 以 
下 の 事 象 が 認め られ た 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の マイ ナス 要素 と し て 勘案 する も の と 
する 。 

(1) 適正 な 自己 資本 比率 の 維持 に 係る 明確 な 戦略 等 が 経営 陣 に な く 、 十分 な 検討 が 行 
われ て いな い 場 合 (例え ば 、 一 定年 数 (例え ば 3 年 ) 以内 に 自己 資本 比率 が 相当 程度 
低下 する こと が 予想 され て いる に も か か わら ず 、 対 策 が 検討 され て いな い 場 合 ) 

(2) 翌 決 算 期 に お いて 、 早 期 是正 措置 の 発動 基準 の 近辺 また は 基準 を 下回る 水準 まで 
自己 資本 比率 の 低下 が 予想 され る に も か か わら ず 、 対 策 が 策定 され て いな い 、 も し く 
は 対策 は 策定 され て いる も の の 、 今 期中 の 実行 可能 性 が な い 場 合 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 検査 後 の 自己 資本 比率 が 「 銀 行 法 第 14 条 の 2 の 規定 に 基づき 、 銀行 が その 保有 する 
資産 等 に 照ら し 自己 資本 の 充実 の 状況 が 適当 で ある か どう か を 判断 する た め の 基 準 」 
(平成 18 年 金融 庁 告示 第 19 号 ) 等 に 定め る 比率 を 下回る 場合 に は 、 自 己 資本 管理 態 
勢 に 係る 評定 段階 は C 以下 と な る こと に 留意 する 。 
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評定 段階 
7. 信用 リス ク 管 理 態勢 


A: 
信用 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 強固 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 金 融 
機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B : 
信用 リス ク 管理 態勢 に つい て 、 金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十分 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 審査 管理 面 等 に お いて 軽微 な 弱点 は 
認め られ る も の の 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で 
は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今 後 な され る こと 
が 期待 で きる 。 


C: 

信用 リス ク 管理 態勢 に つい て 、 金融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た リス ク 管 理 
と し て は 不 十分 な 管理 態勢 と な っ て いる 。 経 営 陣 等 の リス ク に 対す る 管理 能 
力 は 不 十分 で あり 、 そ の 結果 、 審 査 管理 面 等 に お ける 問題 や 過度 の 与信 集 
中 が 認め られ る な ど 、 人 金融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 も 認め られ る 
た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 
信用 リス ク 管 理 態 勢 に つい て 、 管 理 態 勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠 
陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 更 な る 与信 集中 の 進行 や 与信 集中 先 の 業況 悪 
化 に よる 資産 内 容 の 劣化 な ど が 認め られ 、 金 融 機関 と し て の 存続 が 脅かさ れ 
る 懸念 が ある 、 ま た は 、 そ の よう な 状況 に ある 。 
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評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 信 用 リス ク 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検証 
ポイ ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「{ . 経営 陣 に よる 信用 リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 及 
TL. 管理 者 に よる 信用 リス ク 管 理 態 勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ 
スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と す 
る 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 信 用 td ail Eo tdi i 
方 針 等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行 
う も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取組 むこ と が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場 
合 あ る い は 改善 が 不 十 分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 に 
留まっ て いる 要因 ・ 育 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する 
も の と する 。 
(1) 経営 陣 が 、 積 極 的 に 信用 リス ク 管 理 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よっ 
て 、 信 用 リス ク 管 理 態勢 の 向上 に つなげ て いる 場合 


(2) 金融 検 柱 マニュア ル 別 冊 [中 小 企業 融資 編 ] の 趣旨 が 人 金融 機関 の 営業 現場 に まで 
周知 徹底 ・ 浸 透 す る こと に よっ て 、 中 小 企業 の 経営 実態 等 の 正確 な 把握 や 中 小 企業 
再生 に 向け た 取組 み が 図 られ 、 信 用 リス ク に 対す る 管理 態勢 の 強化 が 認め られ る 場 


全 
口 
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(3) 中小 ・ 零 細 企 業 等 に 対す る モニ タリ ング や 経営 相談 ・ 経 営 改 善 指導 等 に よっ て 債務 
者 と の 意思 疎通 が 図ら れ ( 債 務 者 と の 密度 の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン の 確保 ) 、 債 務 者 
の 正確 な 経営 実態 を 把握 し 、 信用 リス ク 管 理 に 適切 に 反映 し て いる と 認め られ る 場合 


(4) 経営 不振 に 陥っ て いる 、 ま た は 、 陥り つつ ある 中 小 ・ 零 細 企 業 等 に 対す る 事業 再生 
に 向け た 取組 み が 図 られ 、 金 融 機 関 全体 の 信用 リス ク が 軽減 し て いる と 認め られ る 場 


全 
口 


(5) 中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 事業 の 将来 性 等 の 判断 に 関し 、「 目 利き 」 能 力 の 向上 へ の 取組 
み が 図 られ 、 融 資 審 査 態勢 が 強化 され 、 問 題 債 権 の 発生 が 未然 に 防止 され て いる 、 
ある い は 将来 性 の ある 企業 の 発掘 に つなが っ て いる と 認め られ る 場合 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 地域 金融 機関 に お ける 与信 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 人 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 等 
か ら 特 定 の 業種 や 特定 の 地域 に 与信 が 多い 場合 も 考え られ る こと か ら 、 そ れ ら を 前 提 と 
し た 実効 性 の ある リス ク 管 理 態勢 が 構築 され て いる か が ポイ ント と な る こと に 留意 する 。 


@ 中 小 ・ 零 細 企 業 向 け 融 資 に 係る 信用 リス ク 管 理 態 勢 の 評価 に 当たっ て は 、 人 金融 機関 の 
ビジ ネス モデ ル 等 に 応じ た 実効 性 の ある リス ク 管 理 態勢 が 構築 され て いる か が ポイ ント 
と な る こと に 留意 する 。 例え ば 、 金融 機関 の ビ ジネス モデ ル が ある 程度 の 不良 債権 の 発 
生 を 前 提 と し て いる 場合 に は 、 そ れ に 見 合っ た リス ク 管 理 熊 勢 が 整備 され て いる か に 留 
意 する 。 
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評定 段階 
8. 資産 査定 管理 態勢 


A: 
資産 査定 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 に 応じ た 自己 査定 態 
勢 及 び 償 却 ・ 引 当 態 勢 な どの 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 強固 に 構築 され て い 
る 。 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 人 金融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 
は 小さ い 。 


B: 
資産 査定 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十分 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て お り 、 信 用 リス ク の 程度 に 応じ た 十分 な 水 
準 の 償却 ・ 引 当 が 確保 され て いる 。 自己 査定 の 正確 性 等 に 軽微 な 不備 は 認 
め ら れる も の の 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は 
な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今 後 な され る こと が 
期待 で きる 。 


C: 
資産 査定 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 管理 態勢 は 
不 十分 で ある 、 ま た は 、 信用 リス ク の 程度 に 応じ た 償却 ・ 引 当 が 確保 され て い 
な い 。 経 営 陣 等 の 管理 能力 が 不 十 分 で ある こと か ら 、 自 己 査 定 態勢 や 償却 ・ 
引当 態勢 に 不備 が 生じ て いる な ど 、 人 金融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 
も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D : 
資産 査定 管理 態勢 に つい て 、 管 理 態勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 
が 認め られ る 。 その 結果 、 多 額 の 償却 ・ 引 当 不 足 が 認 め ら れる な ど 、 人 金融 機 
関 と し て の 存続 が 脅かさ れる 懸念 が ある 、 ま た は 、 そ の よう な 状況 に ある 。 
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評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 資 産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リス ト 」 の 「 検 証 ポ 
イン ト 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 I . 経営 陣 に よる 資産 査定 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 及 
び 「I. 管理 者 に よる 資産 査定 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ 
スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と す 
る 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 資 産 査定 管理 態勢 に 関す る 態勢 の 整備 や その 見 直し と いう 
ー 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行う も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指 摘 事 項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取組 むこ と が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場 
合 あ る い は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 に 
留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 云 O 他 留意 点 】 

@ 資産 査定 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 等 を 踏ま えた 上 で 、 貸 
出 金 分 類 額 及 び リ スク 管理 債権 額 並 びに 償却 ・ 引 当 額 等 の 増加 率 の 大 小 の み に 着 目 す 
る の で は な く 、 検 査 前 の 分 類 額 あ る い は 償却 ・ 引 当 額 等 の 水準 、 自 己 資本 比率 に 与え る 
影響 、 前 回 検査 か ら の 改善 状況 等 も 踏ま える こと に 留意 する 。 

また 、 改 善 が 認め られ な い 場 合 に は 、 そ の 要因 ・ 背 景 を 確認 し 、 態 勢 面 に お いて どの 
よう な 問題 点 が 生じ て いる か を 十分 検証 し 、 評 定 を 行う も の と する 。 


@ 中 小雪 細 企 業 向 け 融資 に 対す る 資産 査定 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 検査 


握 さ れ 、 そ れ が 適切 に 自己 査定 等 に 反映 され て いる か に 留意 する 。 
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評定 段階 
9. 市 場 リ スク 管理 態勢 


A: 
市 場 リス ク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ た 強固 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 で あり 、 金 融 
機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B : 
市 場 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 に 応じ た 十分 な 管理 
態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の の 、 金 融 機関 
と し て の 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 
対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今 後 な され る こと が 期待 で きる 。 


C: 
市 場 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規 模 や 特性 に 応じ た リス ク 管 理 
と し て は 不 十分 な 管理 態勢 と な っ て いる 。 経 営 陣 等 の リス ク に 対す る 管理 能 
は 不 十分 で あり 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 も 認め られ る た 
め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 
市 場 リ スク 管理 態勢 に つい て 、 経 営 陣 等 に に よる リス ク に 対す る 管理 態勢 に 
欠陥 が ある 、 ま た は 、 重大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 融 機関 と し て の 
存続 が 脅かさ れる よう な 事故 ・ 不 測 の 損害 の 発生 が 懸念 され る 、 ま た は 、 そ の 
よう な 事故 ・ 不 測 の 損害 が 発生 し て いる 状況 に ある 。 
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評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 

@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 市 場 リ スク 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検 証 
ポイ ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 特に 、 被 検査 金融 機関 の 運用 戦略 、 投資 スタ イ 
ル 、 取引 規模 、 リ スク ・ プ ロフ ァイル 、 リ スク 管理 方 法 、 リ スク 計測 手法 等 に 応じ て 検証 す 
べき 項目 を 過 不 足 な く 検証 し 、 評 定 を 行う こと に 留意 する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「{ . 経営 陣 に よる 市 場 リス ク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 及 
び 「 TI . 管理 者 に よる 市 場 リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 に 揚げ られ て いる チェ ッ ク リ 
スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と す 
る 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 市 場 リ スク 管理 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態勢 の 整備 、 方 針 
等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行う も 
の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取組 むこ と が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場 
合 あ る い は 改善 が 不 十 分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 に 
留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 

@ 経営 陣 が 、 積 極 的 に 市 場 リ スク 管理 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よっ て 、 
市 場 リス ク 管 理 態勢 の 向上 に つなげ て いる 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し 
て 勘案 する も の と する 。 
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評定 段階 
10. 流動 性 リス ク 管 理 態 替 


A: 

流動 性 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 、 特 に 資金 繰り の 
宮迫 度 や 市 場 流動 性 の 状況 に 応じ た 強固 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 
され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽 徴 で あり 、 人 金融 機関 と し て の 資金 繰り 等 に 対 
する 影響 は 小さ い 。 


B: 

流動 性 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 、 特 に 資金 繰り の 
宮迫 度 や 市 場 流動 性 の 状況 に 応じ た 十分 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 
され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の の 、 金 融 機関 と し て の 資金 繰り 等 に 重大 な 
影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 既に 自主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 
今後 な され る こと が 期待 で きる 。 


C: 

流動 性 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 、 特 に 資金 繰り の 
宮迫 度 や 市 場 流動 性 の 状況 に 応じ た リス ク 管 理 と し て は 不 十 分 な 管理 態勢 と 
な っ て いる 。 経営 陣 等 の リス ク に 対す る 管理 能力 は 不 十 分 で あり 、 金 融 機関 と 
し て の 資金 繰り 等 に 対す る 影響 も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 
流動 性 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 、 特 に 資金 繰り の 
宮迫 度 や 市 場 流動 性 の 状況 に 応じ た 経営 陣 等 に よる リス ク に 対す る 管理 態 
勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 融 機関 と し 
て の 存続 が 脅かさ れる よう な 資金 繰り 上 の 問題 等 の 発生 が 懸念 され る 、 ま た 
は 、 そ の よう な 資金 繰り 上 の 問題 等 が 発生 し て いる 状況 に ある 。 
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評定 に お ける 留意 点 等 


【基本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 流 動 性 リス ク 管 理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 の 「 検 
証 ポ イン ト 」 を 十 2 分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 { . 経営 陣 に よる 流動 性 リス ク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 
及び 「 TI. 管理 者 に よる 流動 性 リス ク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 に 掲げ られ て いる チェ 
ッ ク リ スト に 基づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と 
する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、 流 動 性 リス ク 管 理 態勢 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 態 勢 の 整備 、 
方 針 等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が あっ た の か を 意識 し て 行 
う も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取組 むこ と が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 場 
合 あ る い は 改善 が 不 十 分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 に 
留まっ て いる 要因 ・ 育 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 経営 陣 が 、 積 極 的 に 流動 性 リス ク 管 理 態 勢 の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よっ 
て 、 流 動 性 リス ク 管理 態勢 の 向上 に つなげ て いる 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 
素 と し て 勘案 する も の と する 。 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 市 場 流動 性 リス ク は 、 流 動 性 に 逐 し い 相 対 で の デリ バテ ィ ブ 取引 な どの ポジ ショ ン が 大 
きく な っ て いる 場合 、 市 場 規模 と 比較 し て 大 き な ポ ジ シ ョ ン を 取っ て いる 場合 等 に 重要 性 
を 持つ 項目 で ある こと に 留意 し 、 金融 機関 の リス ク 特 性 ・ 規 模 を 踏ま えて 、 評定 上 の 重要 
度 を 決定 する 。 
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@ 資金 繰り 運営 ・ 管 理 の 評価 に 当たっ て は 、 人 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 実効 性 の あ 
る 資金 繰り 管理 方 法 と な っ て いる か が ポイ ント と な る こと に 留意 する 。 
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評定 段階 
11. オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 


A: 

オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ 
た 強固 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 認識 され る 弱点 は 軽微 
で あり 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 影響 は 小さ い 。 


B : 

オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機 関 の 規模 や 特性 に 応じ 
た 十分 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 。 軽微 な 弱点 は ある も の 
の 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な く 、 既に 自 
主 的 に 適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な され る こと が 期待 で きる 。 


C: 

オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 や 特性 に 応じ 
た リス ク 管 理 と し て は 不 十分 な 管理 態勢 と な っ て いる 。 経営 陣 等 の リス ク に 対 
する 管理 能力 は 不 十 分 で あり 、 顧客 に 影響 を 及ぼ す シ ステ ムダ ウン や 、 軽 微 
で は な い 事 務 過 誤 等 が 認め られ る な ど 、 金 融 機関 と し て の 健全 性 等 に 対す る 
影響 も 認め られ る た め 、 改 善 の 必要 が ある 。 


D: 

オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 に つい て 、 経 営 陣 等 に よる リス ク に 対す 
る 管理 態勢 に 欠陥 が ある 、 また は 、 重大 な 欠陥 が 認め られ る 。 その 結果 、 金 
融 機 関 と し て の 存続 が 脅かさ れる よう な 重大 な ンス テム ダウ ン や で 事務 過誤 等 
の 発生 が 懸念 され る 、 ま た は 、 そ の よう な シス テム ダウ ン や 事務 過誤 等 が 発 
生 し て いる 状況 に ある 。 


-30 - 


評定 に お ける 留意 点 等 


【 基 本 的 留意 点 】 
@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 確認 検査 月 チェック リ 
スト 」 の 「 検 証 ポイ ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と する 。 


@ 評定 を 行う に 当たっ て は 、「 1{ . 経営 陣 に よる オペ レー ショ ナル ・ リ スク の 総合 的 な 管理 
態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」、「( 別 紙 1) I . 経営 陣 に よる 事務 リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 
状況 」、 「( 別 紙 2) 1 . 経営 陣 に よる シス テム リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」、 及 び 
「 II. 管理 者 に に よる オペ レー ショ ナル ・ リ スク の 総合 的 な 管理 態勢 の 整備 ・ AN 
「( 別 紙 1) IL. 管理 者 に よる 事務 リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」、「( 別 紙 2) I . 
者 に よる シス テム リス ク 管 理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」、「( 別 紙 3) そ の 他 オ ペレ ー シ ョ ナ 
ル ・ リ スク 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 に 掲げ られ て いる チェ ッ ク リ スト に 基づき 、 実 効 性 
の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 行う も の と する 。 


和 当たっ て は 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 に 関す る 方 針 等 の 策定 、 
勢 の 整備 、 方 針 等 又は 態勢 の 見 直し と いう 一 連 の プロ セス の どこ に 間 題 が あっ た の か 
意識 し て 行う も の と する 。 


@ 前 回 検査 指摘 事項 (特に 軽微 で な い 指摘 事項 ) に つい て は 、 経 営 陣 が 率先 垂 範 し て 、 
実効 性 の ある 改善 策 の 策定 ・ 実 行 に 取り 組む こと が 重要 で あり 、 弥 縫 策 に 留まっ て いる 
場合 あめ るい は 改善 が 不 十分 で ある 場合 に は 、 改 め て 、 経 営 陣 の 認識 や 不 十分 な 改善 策 
に 留まっ て いる 要因 ・ 背 景 を 把握 し て 、 そ の 状況 を 踏ま えた 上 で 評定 を 行う も の と する 。 

な お 、 前 回 検査 指摘 事項 の 改善 状況 に 関す る 評価 は 、 今 回 検査 に お ける 指摘 事項 に 
対し て 、 金 融 機関 に よる 自主 的 な 対応 が 期待 で きる か どう か を 判断 する 際 の 一 要素 と な 
る 。 


【 ブ ラス 要素 】 
@ 以下 に 掲げ る 点 が 認め られ る 場合 に は 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 する 
も の と する 。 
(1) 経営 陣 が 、 積 極 的 に 自ら の 直面 する オペ レー ショ ナル ・ リ スク の 特定 に 臨み 、 ま た オ 
ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 を 把握 ・ 分 析 す る こと に よっ て 、 オ ペレ 
ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 向上 に つなげ て いる 場合 
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(2) 事務 処理 上 の 不具 合 が 早期 に 発見 ・ 改 善 さ れる 態勢 が 確立 し て いる こと に より 、 事 
故事 案 、 異 例 な 取扱 い 事案 の 未然 防止 が 図ら れ て いる 場合 


【 そ の 他 留 意 点 】 

@ 人 金融 業 の 情報 産業 化 に 伴い 、 経 営 戦略 と シス テム 戦略 と は 一 体 不 可 分 の 関係 と な っ て 
いる こと を 踏ま え 、 シ ステ ム 戦 略 方 針 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 機関 の 経営 判断 に 係る 
部 分 に 過度 に 立ち 入る こと の な いよ う 留 意 する 。 


@@ シス テム 統合 リス ク 管 理 の 不備 は 、 シ ステ ミッ ク ・ リ スク を 惹起 さく させ る こと が あり 得る こと 


か ら 、 シス テム 統合 を 控え て いる 金融 機関 に お いて は 、 当 該 項目 の 評定 上 の 重要 度 を 
高く する 。 
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改正 通達 


「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 
(平成 19 年 2 月 16 日 付 人 金 検 第 81 号) 


「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 
(平成 20 年 10 月 20 日 付 金 検 第 526 号 ) 


「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 
(平成 23 年 9 月 28 日 付 金 栓 第 443 号 ) 


「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 
(平成 24 年 9 月 21 日 付 金 栓 第 629 号 ) 


「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 
(平成 25 年 6 月 7 日 付 人 金 検 第 377 号 ) 


| 和室 
金 検 第 8 1 号 


平成 19 年 2 月 16 日 









































沖縄 総合 事務 局長 
検 査 监理 人 官 
統 括 検査 官 > 典 
特 別 检查 宣 
専 門 検査 官 
金融 証券 検査 定 














「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 








平成 17 年 7 月 1 日 に 、「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て ( 金 
検 第 370 号 )」 (以下 「 金 融 検査 評定 制度 」 と いう 。) を 定め 、 平 成 18 年 1 月 よ 
り 試行 を 実施 し て きた と ころ で ある が 、 今 般 、「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 
マニ ュ ア テル ( 金 栓 第 177 号 )」 の 全面 改訂 を 受け 、「 金 融 検査 評定 制度 」 の 一 部 
を 下記 の と お り 改 正 し た の で 、 了 知 の うえ 、 遺 翌 な きよ う 期 せら れ た い 。 


























記 


1. 「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 」 の 一 部 を 次 の よう に 改め る 。 

1 . 目的 
「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 マニ ュ ア ル ( 金 検 177 号 )」 を 「 預 金 等 
受入 金融 機関 に 係る 検査 マニ ュ ア ル ( 金 検 79 号 ) に 改め る 。 

2. 評定 項目 
イ . | 法令 等 遵守 態勢 」 の 前 に 、「 経 営 管 理 (ガバ ナン ス ) 態勢 - 基本 的 
要素 -」 を 追加 する 。 
ロ . 「 リ スク 管理 態勢 (共通 )」 を 「 統 合 的 リス ク 管 理 態 勢 」 に 改め る 。 




















































































































ハ . 「 市 場 関連 リス ク 管 理 態 勢 」 を 「 市 場 リ スク 管理 態勢 」 に 改め る 。 
二 . 「9 項 目 」 を 「10 項目 」 に 改め る 。 
3 評定 方 法 
「 評 定 段階 及び 着眼 点 ( 例 )」 を 「 評 定 段階 及び 留意 点 等 」 に 改め る 。 
7. 施行 日 等 
以下 の よう に 改め る 。 






































「 金 融 検査 評定 制度 は 、 平 成 19 年 4 月 1 日 か ら 施 行 し 、 同 日 以降 予告 す 
る ( 無 予 告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に つい て 、 そ の 評定 結果 を 
選択 的 な 行政 対応 に 反映 させ る こと と する 。 た だ し 、 主 要 行 以外 の 金融 
機関 に つい て は 、 平成 20 年 1 月 1 日 以降 予告 する ( 無 予 告 の 場合 は 、 立 
入 を 開始 する ) 検査 に つい て 、 そ の 評定 結果 を 選択 的 な 行政 対応 に 反映 
させ る こと と する 。」 



















































































2.「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 」 の 別紙 「 評 定 段 階 及び 着眼 点 
( 例 )」 を 、「 評 定 段 階 及び 留意 点 等 」 と し 、 別 紙 の と お り 改 め る 。 








3. 施行 日 
平成 19 年 4 月 1 日 か ら 施 行 し 、 同 日 以降 予告 する ( 無 予 告 の 場合 は 、 立 入 
を 開始 する ) 検査 に つい て 適用 する 。 
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金 検 第 5 2 6 号 
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各 财务 ( 支 ) 局長 | 
沖縄 総合 事務 局長 
検 査 監理 官 
統 括 検査 宜 と 殿 
特 別 検査 官 
専 門 検査 官 
金融 証券 検査 官 」 

















金融 庁 検査 局長 畑中 龍太郎 











「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 








平成 17 年 7 月 1 日 に 、「 預金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て ( 金 
検 第 370 号 )」 (以下 「 金 融 検査 評定 制度 」 と いう 。) を 定め 、 平 成 19 年 4 月 よ 
り 施行 し た と ころ で ある が 、「 金 融 検査 評定 制度 」 の 一 部 を 下記 の と お り 改 正 し 
た の で 、 耳 知 の うえ 、 遺 翌 な きよ う 期 せら れ た い 。 




















記 


1. 「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 」 の 一 部 を 次 の よう に 改め る 。 
4. 対象 金融 機関 
「・ 信 用 協同 組合 及び 信用 協同 組合 連合 会 」 の 次 に 、「・ 農 林 中 央 金庫 」 
を 追加 する 。 


























尾 に 、 以 下 の ( 注 ) を 追記 する 。 
「( 注 ) 平成 19 年 2 月 16 日 改正 
平成 20 年 10 月 20 日 最終 改正 」 





難 
て NN ヽ 














2. 施行 日 
平成 20 年 10 月 20 日 か ら 施行 する 。 





| 区 
金 検 第 4 4 3 号 


平成 23 年 9 月 28 日 












































各 财务 ( 支 ) 局長 ] 
沖縄 総合 事務 局長 

検 査 監理 官 

統 括 検査 官 
特 別 検査 宜 广 左 
上 席 検査 官 
专门 検査 官 

金融 証券 検査 宮 | 











金融 庁 検査 局長 。 又 原 ”成 补 





「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 








平成 17 年 7 月 1 日 付 金 検 和 370 号 「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 
に つい て 」 (以下 「 金 融 検査 評定 制度 」 と いう 。) の 一 部 を 下記 の と お り 改 正 し 
た の で 、 耳 知 の うえ 、 遺 憎 な きよ う 期 せら れ た い 。 














記 


1 . 金融 検査 評定 制度 の 一 部 を 次 の よう に 改め る 。 
2. 評定 項目 
イ . 「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 の 次 に 、「 金 融 円 
滑 化 編 」 を 追加 する 。 
ロ .  「10 項目 」 を 「11 項目 」 に 改め る 。 
7. 施行 日 等 
イ . 改正 前 本 文 の 冒頭 に 、「(1)」 を 追加 する 。 
ロ . 次 の 一 文 を 追加 する 。 
「(2) 金融 円 滑 化 編 に 係る 金融 検査 評定 制度 に つい て は 、 平 成 23 
検査 事務 年 度 中 に 試行 を 開始 し 、 平 成 24 検査 事務 年 度 以降 、 速 や か に 
施行 に 移す こと と する 。 具体 的 な 施行 日 等 に つい て は 、 別 途 指 示す る 
と ころ に よる 。 な お 、 試 行 期間 中 の 評定 結果 は 、 金 融 機関 に 通知 され 










































































る も の の 、 選 択 的 な 行政 対応 に は 反映 させ な いこ と と する 。」 

( 注 ) 

イ . 「 平 成 20 年 10 月 20 日 最終 改正 」 の 「 最 終 」 を 削除 する 。 
ロ . 最後 尾 に 「 平 成 23 年 9 月 28 日 最終 改正 」 を 追加 する 。 














2. 金融 検査 評定 制度 の 別紙 「 評 定 段 階 及 び 留 意 点 等 」 を 別紙 の と お り 改 め る 。 














平成 23 年 10 月 1 日 か ら 施行 する 。 
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金 検 第 629 号 


平成 24 年 9 月 21 日 






































各 财务 ( 支 ) 局長 ] 
沖縄 総合 事務 局長 

検 査 監理 官 

統 括 検査 官 
特 別 検査 宜 と 大 ビ 
上 席 检查 家 
専 門 検査 官 

金融 証券 検査 宜 」 














金融 庁 検査 局長 。 又 原 ”成 补 





「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 











平成 17 年 7 月 1 日 付 金 検 第 370 号 「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 
に つい て 」 (以下 「 金 融 検査 評定 制度 」 と いう 。) の 一 部 を 下記 の と お り 改 正 し 
だ の で 、 了 す 知 の うえ 、 幅 人 際 な きよ う 基 せら れ だ い 。 














記 


1. 金融 検査 評定 制度 の 一 部 を 次 の よう に 改め る 。 
7. 施行 日 等 
(2) を 次 の よう に 改め る 。 
「(2) 人 金融 円 滑 化 編 に 係る 金融 検査 評定 制度 は 、 平 成 24 年 10 月 1 
日 か ら 施 行 し 、 同 日 以降 予告 する ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開 
始 する ) 検査 に つい て 、 そ の 評定 結果 を 選択 的 な 行政 対応 に 反 
映 さ せる こと と する 。」 


















































( 注 ) 








イ . 「 平 成 23 年 9 月 28 日 最終 改正 」 の 「 最 終 」 を 削除 する 。 
ロ . 最後 尾 に 「 平 成 24 年 9 月 21 日 最終 改正 」 を 追加 する 。 














2. 金融 検査 評定 制度 の 別紙 評定 段階 及び 留意 点 等 」 を 別紙 の と お り 改 め る 。 








3. 施行 日 
平成 24 年 10 月 1 日 か ら 施行 する 。 





Le | 
金 検 第 377 号 


平成 25 年 6 月 7 日 












































各 财务 ( 支 ) 局長 ] 
沖縄 総合 事務 局長 

検 査 監理 官 

統 括 検査 官 
特 別 検査 官 > 殿 
上 席 検査 官 
专门 検査 官 

金融 証券 検査 官 | 











預金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 に つい て 」 の 一 部 改正 に つい て 











平成 17 年 7 月 1 日 付 金 検 第 370 号 「 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 評定 制度 
に つい て 」 (以下 「 金 融 検査 評定 制度 」 と いう 。) の 一 部 を 下記 の と お り 改 正 し 
た の で 、 耳 知 の うえ 、 遺 懐 な きよ う 期 せら れ た い 。 














記 


1 . 金融 検査 評定 制度 の 一 部 を 次 の よう に 改め る 。 
7. 施行 日 等 
( 注 ) 











イ . [平成 24 年 9 月 21 日 最終 改正 」 の 「 最 終 」 を 削除 する 。 
ロ . 最後 尾 に 「 平 成 25 年 6 月 7 日 最終 改正 」 を 追加 する 。 














2. 金融 検査 評定 制度 の 別紙 「 評 定 段 階 及 び 留 意 点 等 」 を 別紙 の と お り 改 め る 。 








3. 施行 日 
平成 25 年 6 月 10 日 か ら 施行 する 。 





